〔第 1 篇〕肺結核症に対する刺戟療法の実験的研究(肺結核に対する刺戟療法の実験的並びに臨床的研究) by 大井, 公雄
Title〔第 1 篇〕肺結核症に対する刺戟療法の実験的研究(肺結核に対する刺戟療法の実験的並びに臨床的研究)
Author(s)大井, 公雄









京都大学結核研究所外科療法部 (主任教授 長石 忠三)
貝塚千石荘 (荘長 城 鉄男博士)
大 井 公 雄
目 次
緒 口
第 1章 実 験 対 象
第 2章 実 験 方 法
第3章 実 験 成 績
第 1節 体 重 の 変 動






























































































京大結研紀要 第9巻 第 1号
それ等諸検討成績から,寺松等の い うよ う
に,｢ツベルクリン｣及び ｢グ リチル リチン｣は
かなり有効な刺戟剤であることを確認 し得ると















｢グ リチル リチン｣を使用 した動物実験の成績
をのべ,第 2第では ｢グリチル リチン｣の臨床
成績について記述する｡















加熱培養炉液 ｢ツベルクリン｣ (以下 ｢ツ｣と略記),















































第 3章 実 験 成 績
第 1節 体重 の変動 (第 1-4図)
実験家兎 の各群 につ きその 5羽平均の体重 の
推 移を図示 した｡刺戯群 では感染後 ス トマイ治
療中はいづれ も体重 の増加をみてい るが,その
うち ｢ツ｣iNAH併用群 (第 1図),及 び｢グ｣
iNAH併用群 (第 2図)で は共 に若干 の増加
を示 し, INAH単独群 (第 3図) では著 明な
変動 をみず,無処lT;:放置群 (第 4図) では体重



















































を持続 し,ついでまたもとの水準に下 っ て い
る｡週 2回でも大体同様の変動がみられている
が,さらに強い傾向である｡沈降抗体値はいず
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第 5図 無処LrI'_(,i_放置家兎 2羽の血清抗体値の変動
守 〒 ∴
過





第 6図 結核生歯接種後ス トマイ,
兎の血清抗体値の変動
病巣の活動化を暗示するようである｡

















でのべた如 くであるが,それ らについて第 1表
に示 したように,それぞれ病理組織学的検索を
行なった｡
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病 巣 壁 所 見
腰 原 線 維 層 l 層 内 浸 潤 細 胞





































































4 8 12 16
･o･13 二 法琵錯 乱 木値
ツベルクリン週 1回注射,
INAH併用




第 8図 結核生菌接種後ス トマイ,ついでツベルクリンを遇 1回, 2週 1回注射し
INAHを毎日併用せる家兎の血清抗体値の変動
過
4 8 12 16 20 24 28 32 34
過
･()･6 = 詰罷 貨琵体値
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4 8 12 16
･o･2 二二 二 詰深詮貸琵体値
第10図 結核生菌接種後ストマイ,
家兎の血清抗体値の変動
20 24 28 32 34
･o･3 二 法詣 貨琵体値
ついでブリチロリとINAHを併用せる
過
4 8 12 16
･〇･13 二 二 詰漂砦貨琵体値
20 24 28 32 34
･o･15 = 詰漂語貸琵体値
過



























































































































































刺戟剤と思われる｡ しか し, ｢グ｣の刺戟作用
が弱いということは, しば しば不十分刺戟とい
う結果をもたらす可能性があり,この 意 味 で
は,症例によっては, ｢ツ｣を刺戟剤として使
用する必要があるかも知れない｡


































京大結研紀要 第 9巻 第 1号
写真6 ｢ッ｣刺戟とINAHを併用した例,N0.4
のレ線所見,刺戟後 1カ月
写真8 ｢ツ｣刺戟, INAH併用例 N0.4
の剖検肺
昭和35.9
写真9 ｢グ｣刺戟と INAH をイ;Hljせる例,
N0.3の レ緑所見,刑戦前
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写真10 ｢グ｣刺域 と INAH を併 吊せる例,
N0.3の レ緑所見,刺戦後 1カ月
写真11 ｢グ｣刺戟と INAH を併用せる例,
N0.3の レ緑所見,刺戟L~l｣止後
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写真14 ｢ツ｣刺戟侶N0.5の肺病 史の空洞 壁の
細 胞 浸 潤 ､ し巳球,多核 球 , 唱核球
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写真21 ｢グ｣刷戦と INAH を併用せるJ束兎
No.3痛 渠状の線維層
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写真20 rグ｣里独刺 戦例 N0.6の病渠J.;1:二の練雛
芽細 胞
写真22 ｢グ∴ 冊 蛇と INAH を併用せる家兎
No.3病 来状の細胞浸潤,]ii核球,淋巳
球
写真23 ｢グ｣刺戟 と INAH を併用せるノ衷兎
N0.2の捕吏職 こみ られる躍塙iA線維層
